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説

にーノ

論藩
政
後
期
以
降
に
お
り
る
日
本
の
人
口
配
置
の
変
動

岸

本

実

一
、
は
し
が
き

一
九
七
五
年
一

O
月
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
東
京
都
を
中
心
と
し

た
京
浜
圏
(
一
都
三
県
)
の
人
口
は
二
七

C
三
万
で
、
こ
れ
は
全
国
人
口
の
二

東
海
三
県
(
静
岡
・
愛
知
・
岐
阜
)
の
人
口
は
一
一
一

O
万
〈
九
・
九
%
)
で
、
ま
た
、
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
・
奈
良
・
滋
賀
を
含
む
京
堅
調
m

四
・
二
、
'
に
あ
た
り
、

留
と
そ
の
周
辺
の
そ
れ
は
一
七
七
五
・
八
万
(
一
五
・
九
%
)
で
あ
る
e

日
本
の
三
大

都
市
地
域
を
ふ
く
む
こ
れ
ら
連
続
し
た
地
域
、

か
っ
て
い
い
古
さ
れ
た
東
海
道

メ
ガ
ロ
.
ホ
リ
ス

(
別
称
東
名
阪
地
域

)κ
計
五
四
九
一
万
の
人
口
を
数
え
、
こ

れ
は
全
昌
人
口
の
玄

0
・
0
形
に
あ
た
る
。
面
積
に
し
て
全
国
の
一
六
銘
し
か

な
い
こ
の
地
域

K
、
全
国
人
口
の
ち
ょ
う
ど
半
分
が
集
積
し
て
い
る
こ
と
と
な

る
£
こ
れ
に
対
し
て
、
北
は
青
森
県
(
津
軽
)
か
ら
南
は
山
口
県
(
長
門
)
ま

で
の
日
本
海
沿
器
地
域
の
人
口
数
は
合
せ
て
一
四
七
二
・
五
万
人
で
、
こ
れ
は

全
国
人
口
の
僅
か
に
一
三
・
二
労
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
の
面
積
は
全
国
の
二

二
町
加
に
達
し
て
い
る
。
現
在
の
本
州
島
の
人
口
配
置
の
上
か
ら
太
平
洋
側
と
日

本
海
側
と
の
聞
に
か
な
り
の
不
均
衡
の
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

き
か

の
ぼ
っ
て
明
治
初
期
の
一
八
七

(
明
治
五
)
年
の
資
料

K
よ
っ
て
同
じ
計
算

を
試
み
る
と
、
当
時
の
日
本
の
人
口
一
二
三
一
一

0
・
九
万
の
う
ち
、
京
浜
圏
1

京

P 

阪
神
習
の
人
口
数
は
一

O
八
九
・
九
万
(
三
二
・
八
劣
)
で
、
白
本
海
側
は
七

六
七
・
七
万
全
一
三
・
一
労
〉
と
な
り
、

一
八
七
二
年
に
い
わ
ゆ
る
東
海
道
メ

ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
人
口
は
日
本
海
側
の

四
倍
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
九
七
五

年
に
は
三
・
七
倍
と
な
る
勘
定
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、

明
治
初
期
の
太
平

洋
側
と
日
本
海
側
と
の
人
口
比
は
明
治
初
場
に
は
現
在
ほ
ど
の
開
き
が
な
か
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

い
ま
、
直
角
座
標
に
、

一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
の
各
県
の
面
積
を
織
翰

に
と
り
、
各
国
の
人
口
を
縦
輸
に
と
っ
て
各
県
の
座
標
を
も
と
め
て
そ
の
今
布

を
み
る
と
、
両
者
の
間
に
は
ほ
ぼ
正
の
相
関
が
み
と
め
ら
れ
る
。
い
い
か
え
る

と
、
明
治
三

C
年
代
前
後
の
い
わ
ゆ
る
日
本
の
産
業
革
命
期
以
前
、
す
な
わ
ち

ま
だ
藩
政
期
の
経
済
を
完
全
に
は
脱
し
て
い
な
い
w

一
八
八
五
年
こ
ろ
に
は
、
各

県
の
人
口
数
は
、

ほ
ぼ
そ
の
面
積
に
比
例
し
て
レ
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
東
京
・
大
阪
な
ど
大
都
市
地
峡
へ
の
人
口
集
中
が
そ
れ
ほ
ど
に
伸
び

← 1 

ず
、
東
名
阪
地
域
で
の
近
代
工
業
の
浸
潤
が
そ
れ
ほ
ど
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ

ろ
に
は
、

旧
幕
藩
体
制
下
に
各
藩
で
確
保
さ
れ
た
各
国
の
人
口
が
、

ほ
と
ん
ど

そ
の
ま
ま
に
維
持
さ
れ
、

ま
た
、
各
議
ご
と
に
保
護
奨
励
さ
れ
た
特
殊
産
業
が
、

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
に
持
続
さ
れ
て
お
り
、

日
本
全
体
と
し
て
の
圏
内
人
口
移

動
が
、

そ
れ
ほ
ど
に
さ
か
ん
で
な
か
っ
た
当
時
の
人
口
配
置
を
し
め
す
も
の
と

い
え
る
e

明
治
初
期
と
現
在
と
の
日
本
の
人
口
配
置
の
差
は
各
地
域
の
自
然
増
加
乃
差

だ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
地
域
間
の
人
口
移
動
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
は

そ
の
数
値
の
大
き
さ
か
ら
立
証
で
き
る
し
、
日
本
海
沿
岸
諸
地
域
か
ら
太
平
洋
沿

山
写
の
大
都
市
地
域
、

と
く
に
東
名
阪
地
域
へ
の
人
-
口
移
動
に
よ
ヲ
て
生
じ
た
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。



東
名
阪
地
域
へ
の
一
人
口
集
中
は
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

そ
の
後
、

わ
が
国
の
一
げ
同

度
成
長
期
に
顕
著
に
あ
わ
わ
れ
た
現
象
で
あ
る
。

一
九
六
五
忽
こ
ろ

を
境
と
し
て
、

い
ま
や
そ
の
集
中
は
鈍
化
の
方
向
に
向
い
つ
つ
あ
り
、
逆
に
地

セ
ペ
一
都
市
へ
の
人
口
集
中
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
、
い
ま
わ
が
国
の
国
内
人
口
移
動

の
転
機
に
あ
た
る
こ
と
は
筑
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
日
本
の
過
去
の
人
口

配
置
の
変
動
の
分
析
は
今
後
の
人
口
配
置
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
重
要
な
課

題
で
あ
町
、
各
地
域
の
人
口
変
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
諸
条
件
か

A2考
察
す

る
こ
と
は
地
理
学
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。

二
、
研
究
方
法
と
研
究
資
料

わ
が
国
で
は
一
九
二

O
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
以
後
、
近
代
的
な
人
口
調
査

が
実
施
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
各
回
ご
と
に
そ
の
調
査
法
と
調
査
内
容
を
若
手
異
に

L
、
こ
と
に
調
査
時
、
移
動
中
の
人
口
・
旅
行
者
・
水
上
生
活
者
・
浮
演
者
に

つ
い
て
の
調
査
漏
れ
の
ほ
か
、
重
帽
向
調
査
の
可
能
性
も
あ
っ
て
、
人
口
調
査
結

国
吹
は
往
々
に
し
て
過
少
評
価
さ
れ
、
厳
密
に
は
人
口
の
絶
対
数
に
著
干
の
誤
差

が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
精
度
は
極
め
て
高
い
¥

ま
し
て

や
日
篤
簿
ム
ザ
一
回
i

心
と
し
た
明
治
期
の
人
口
調
査
に
も
そ
の
正
確
度
の
上
で
問
題

は
あ
る
し
、
落
致
後
期
の
人
口
調
査
で
は
、

「
諸
国
領
地
の
百
姓
・
町
人
・
社

人
男
女
・
僧
尼
等
、
そ
の
ほ
か
の
考
に
至
る
ま
で
残
ら
子
謂
査
す
べ
き
こ
と
」

と
さ
れ
つ
つ
も

一
方
で
は
武
士
な
ら
び
に
武
家
方
の
奉
公
人
な
ら
び
に
叉
考

を
調
査
対
象
か
ら
除
外
し
、
皇
族
・
公
卿
な
ど
も
そ
の
調
査
対
象
の
外
に
あ
り
、

調
査
方
法
も
現
在
の
も
の
と
は
大
き
く
異
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
藩
政
後
期

N 
後

明
治
、

大
正
、
紹
和
各
織
の
人
口
配
置

ιτ
比
較
論
述
す
る
に
あ
た
っ
て

資
総
の
上
で
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
も
も
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、

諺
間
政
後
期
以
降
各
時
期
ご
と
に
人
口
の
絶
対
数
を
問
題
と
せ
ず
、
地
滅
的

K
慣

に
比
率
を
も
っ
て
比
較
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
数
値
も
万
単
位
で

比
較
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
誤
差
を
生
じ
る
こ
と
は
な
く
、

〆ヘ
ロ

配
置
の
一
般
的
傾
向
を
杷
窪
す
る

K
は
充
分
で
あ
る
と
考
え
た
。

こ
こ
で
は
、
落
政
後
期
に
あ
た
る
一
七
五

(
寛
延
一
ニ
)
年
以
降
一
九
七

C

年
ま
で
の
二
二
つ
年
間
に
つ
い
て
、
山
藩
放
後
期
と
し
て
一
七
五
(
)
(
寛
廷
一
二
)

年
一
八
三
回
(
宍
保
五
)
年
、
引
明
治
期
と
し
て
一
八
七
二
(
明
治
五
)
年

間
大
正
昭
和
前
期
と
し
て
一
九
二
f

)

(

大
正

ー
一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
、

九
)
年
!
一
九
四

O
(昭
和
一
五
〉
年
、

川
一
昭
和
後
抑
制
と
し
て
一
九
四

C
(紹

和
一
五
)
年
|
一
九
七
む
(
昭
和
四
五
)
年
の
四
つ
の
時
代
的
断
面
を
と
打
、

各
期
ご
と
に
七
つ
の
地
方
(
表

2
)

に
つ
い
、
て
そ
の
人
口
配
置
の
地
域
的
変
動

を
み
た
。

ワ
ー

人
口
資
料
と
し
て
藩
政
期
に
つ
い
v

て
は
高
品
明
党
仙
(
一
九
六
へ
平
)
の
も
の

を
、
明
治
・
大
正
期
は
帝
国
統
計
年
鑑
を
、
昭
和
制

k

d
国
勢
調
査
報
告
を
南

、
F
-
O

B
L
W

ふ
れ

一
、
研
究
の
結
果

(1) 

藩
政
後
期
に
お
け
る
人
口
変
動

護
政
後
期
に
お
け
る
地
域
別
人
口
変
動
を
み
る
た
め
に
表

1
と
図
ー
を
作
成

し
た
。
表
ー
は
一
七
五

O
(寛
延
三
)
年
と
一
へ
四
六
(
弘
化
三
)
年
の
各
道

別
人
口
変
動
を
し
め
し
、
図
ー
は
そ
の
間
の
菌
引
の
人
口
変
動
率
の
分
布
を
し

め
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
藩
政
後
期
の
人
口
数
の
正
確
度
の
問
題

が
あ
る
と
し
て
も
、
細
か
い
数
値
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
各
地
域
ご
と
の
棺

対
的
な
地
域
差
を
み
る
の
に
は
充
分
で
あ
る
c

北
海
道
の
人
口
数
は
径
め
て
JUノ



藩政後期における日本の道別人口変動表 1

(1750-1846) 

変動率受章古数

199.9'1(274人/KJi)I 

1846(弘化3) 1 750 (寛延 3) 

-0.1 % 万
A
U
 

auτ 213.9万(293人/KJi)! 内畿

-0.3 

533.3 ( 49) -34.7 -6.3 

253.4 (101) 37.4 17.2 

山市唱 ...........・¥. . -/ 148.7 ( 88) 18.0 13.8 

山陽道 263.5 (101) 302.8 (117) 39.3 14.9 

南海道 227.4 ( 94) 256.6 (106) 29.1 12.8 

西海道 314.5 C 75) 346.8 ( 83) 32.3 9.3 

琉 球

北海道 2.2 (0.3) 7.1 (0.9) 4.9 225.1 

計 2.591.8 ( 70) 3.8 

-18.0 642.5 (121) 660.5 (124) 道海司Z

な
い
の
で
こ
こ
で
は
論
外
と
し
た
。

ま
ず
、
道
別
に
そ
の
人
口
数
を
み
る
と
、

一
七
五
(
)
(
寛
延
一
二
)
年
に
最
も

実作成

多
い
の
は
東
海
道
で
、

そ
れ
に
つ
い
で
東
山
道
・
西
海
道
・
山
陽
道
・
南
海
道

の
臓
と
な
り
、
畿
内
を
中
心
と
し
た
西
南
白
本
の
人
口
が
多
く
、

ほ
ぼ
西
南
日

高矯 ~{I山( 1968 )により俸本

本
六

C
、
東
北
日
本
四

C
の
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
単
位
面
積
比
を
し
め
す
人

口
密
度
を
み
て
も
、
畿
内
・
山
陽
道
に
高
く
、
十
南
海
道
了
湾
海
道
で
も
か
な
円

葉
山
道
で
最
も
低
い
。

吉
岡
い
位
を
し
め
し
、

図
ー
で
河
期
間
の
国
別
人
口
変
動
率
を
み
て
も
あ
雪
p

り
か
な
よ
う
に
、

東

北

-
北
関
東
の
人
口
援
少
の
著
し
い
こ
と
、

北
陸
・
山
陰
・
山
湯
・
四
国
・
西
九

州
の
諸
国
で
二
(
」
中
市
あ
る
い
は
一
〔
)
管
近
い
増
加
を
み
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
一

か
で
あ
る
。
現
在
、
烹
名
阪
地
域
で
の
人
口
増

m、
北
陸
・
山
陰
・
一
周
回
国
・

南
九
州
で
の
か
な
り
の
人
口
減
少
を
み
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

ヘ
ロ
変

3 

動
の
上
か
ら
.
護
政
期
と
昭
和
期
で
は
か
な

η
の
差
の
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か

で
あ
る
。

東
北
や
北
関
東
で
人
口
減
少
傾
向
の
著
し
い
の
は
、

た
び
た
び
の
令
警
な
ど

自
然
災
害
に
よ
る
こ
と
が
大
き
く

こ
と
に
東
北
地
方
は
中
央
か
ら
遠
く
捻
れ

災
害
時
に
救
他
の
手
が
及
び
難
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
四
と
考
え
ら
れ
る
し
、

特
殊
生
産
物
と
し
て
、

羽
前
・
羽
後
の
木
材
・
薪
炭
(
以
上
秋
田
藩
)

紅
花

(
天
童
藩
)
、
麻
事
T

・
養
蚕
{
以
上
米
沢
)
な
ど
は
あ
る
と
し
て
も
‘

西
一
向
日

本
の
諸
地
域
の
よ
う
な
商
品
作
物
の
寝
潤
は
少
な
く
、

米
同
中
作
で
あ
る
。

の

点
北
陸
で
は
委
蚤
(
金
沢
・
福
井
)
‘
一
温
、
佐
夜
の
金
銀
が
あ
り
、

山
陰
で
は

綜
一
総
(
丹
後
)
、
杷
榔
(
豊
附
)
、
鉄
(
田
幡
・
伯
誓
・
石
見
)
、
木
綿
・
人

事
(
以
上
松
江

J

、
菜
種
(
萩
)
、
紙
・
様
相
場
(
長
州
)
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
各
一
滋
の
専
売
品
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
地
位
を
よ
い
め
、
各
藩
の
財
政
に
役
立
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っ
て
い
た
。

こ
と
に
瀬
戸
内
海
を
中
心
と
し
た
諸
地
域
で
は
、
経
済
の
中
心
大
坂
に
近
く

そ
れ

K
も
増
し
て
特
殊
商
品
作
物
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
山
陽
側
の
木
綿
・
紙

-
畳
表
・
塩
・
盤
機
・
池
・
鉄
が
そ
れ
で
あ
り
、
四
国
の
砂
嶋
崎
・
木
綿
・
紙
・

棒
磯
・
塩
・
藍
な
ど
が
そ
れ
で
、
ま
た
、
北
九
州
の
紙
・
鐘
鋭
、

南
九
州
の
砂
糖

藩政後期における国別人口変動率(1750-1846)

が
そ
れ
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
各
藩
の
経
済
を
支
え
る
に
は
充
分
で
あ
り
、
関
係

農
民
ら
の
懐
を
温
く
し
、
比
較
的
多
く
の
人
口
を
支
持
し
得
た
も
の
で
あ
る
。

こ
と
に
日
本
海
側
で
は
金
沢
を
中
心
と
し
た
加
賀
審
の
ほ
か
、
鳥
取
の
池
田
松

平
藩
、
松
江
の
径
一
平
藩
な
ど
を
は
じ
め
比
較
的
大
藩
が
多
く
、
各
藩
内
に
お
け
る
地
域
の

開
発
の
ほ
か
、
会
れ
ぞ
れ
の
特
殊
産
物
の
振
興
と
保
譲
奨
励
に
努
め
乙
れ
を
支
え
た
。

」
う
し
た
生
産
物
を
大
坂
に
運
ぶ
西
田
趨
船
(
北
前
船
)

の
刺
激
d

も
ま
た
見

逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
海
道
か
ら
開
錬
・
身
欠
錬
・
子
鮭
・
毘
布
な
ど
を
大
坂

4 -

に
運
び
、
大
坂
か
ら
味
噌
・
醤
油
・
塩
・
呉
服
太
物
・
雑
貨
品
を
運
ぶ
北
前
船

の
盛
況
時
、
加
賀
・
越
前
を
中
心
に
小
浜
・
敦
賀
の
ほ
か
、
伏
木
・
七
尾
・
金
石

-
本
士
ロ
・
大
野
・
瀬
選
・
塩
屋
・
橋
立
・
一
二
国
の
各
港
は
殿
賑
を
極
め
、

山
陰

で
も
安
来
・
太
田
・
浜
田
・
益
田
の
港
は
港
町
と
し
て
栄
え
た
。

明
治
期
に
入

り
日
本
の
交
通
幹
穂
が
東
海
道
!
山
陽
を
中
心
と
し
た
陸
上
交
通
に
変
り
、
そ
の

上
幕
藩
体
制
の
崩
壊
と
外
国
か
ら
の
輸
入
品
の
影
響
で
、

か
つ
て
の
特
殊
生
産

図1

物
は
衰
頚
の
一
途
を
た
ど
り
、
こ
と
に
西
南
包
本
の
主
要
商
品
作
物
も
、

tま

と

ん
ど
そ
の
影
を
ひ
そ
め
、
人
口
を
支
持
す
る
力
を
喪
失
し
た
が
、
藩
政
期
に
お

け
る
人
口
の
支
持
に
は
充
分
で
あ
り
、
当
時
の

B
本
の
人
口
配
置
の
基
盤
と
な

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。



ω
北
海
道
地
方
の
人
口
一
変
動

藩
政
期
の
礼

j

九
日
“
山
一
心
開
拓
治
域
に
つ
い
て
井
g
r
弥
太
郎
は
『
各
村
落
の
開
拓

開
始
与
を
一
、
一

F
J
F
¥
余
点
と
そ
の
開
拓
の
歴
史
を
調
査
し
、
耕
地
図
そ
の
他

を
考
慮
し
て
開
拓
線
ヘ
ア
ロ
ン
一
寸
ィ
ア
ラ
イ
ン
)
の
笠
移
を
箔
い
』
て
い
る
。

(表
2

1
め
}

へ
北
海
道
開
発
庁
・
北
海
道
土
地
利
用
基
礎
資
料
包
中
所
収
)
こ
れ
に
よ
る
と

明
治
以
前
山
北
海
道
の
開
拓
地
域
は
、
渡
島
半
十
口
〕
一
一
一
を
中
心
と
し
て
、
東
は
一
一
内
浦

湾
沿
ま
か
ム
〆
{
窓
一
夜
・
査
引
を
経
て
苫
小
牧
付
近
に
ま
で
達
し
、
否
は
三
差
、
宮
守

都
か
ら
積
丹
半
島
を
刊
住
て
町
田
一
同
か
ム
-
苫
前
町
に
ま
で
達
し
、

レ
ず
れ
、
も
海
山
一
再
明
日

い
の
地
域
の
開
拓
の
進
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る

G

し
か
)
人
口
数

は
高
橋
建
仙
に
よ
る
と
一
七
五
(
」
(
電
廷
三
)
年
に
は
こ
・
二
万
人
程
度
で
、

そ
の
後
へ

C
年
余
を
経
た
一
八
三
回
(
工
、
、
山
内
一
ユ
)
年
で
も
な
お
六
・
へ
万
で

当
時
の
日
本
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
は
棟
一
め
て
少
な
い
、
。

明
治
に
な
り
ま
と
ま
っ
た
移
住
者
に
屯
田
丘
、
が
あ
町
、

一
八
七
六
(
明
治
九
)

乏
札
幌
の
山
鼻
に
二
回

C
一
戸
が
配
置
さ
れ
た
の
に
は
じ
ま
円
、

治
三
一
)
年
諸
問
引
を
最
後
と
し
こ
の
間
の
屯
出
兵
村
は
=
一
七
ケ
村
、 一

へ
九
ヘ
(
明

七
、
三
三
七

戸
を
数
え
、
同
じ
明
治
初
期
旧
仙
台
藩
の
ほ
か
阿
波
・
会
津
い
ろ
還
な
ど
の
出
身

者
に
よ
る
士
民
移
民
や
間
迄
社
・
ヰ
ポ
一
む
社
・
晩
成
社
・
北
試
一
植
民
社
a

明
典
復
社

な
ど
の
一
集
団
移
民
が
忘
れ
、
務
住
者
が
相
つ
ぎ
、
急
速
に
そ
の
人
口
数
を
増
し
、

一
八
七

へ
明
治
六
)
」
ヰ
ー
に
は
一
六
・
へ
万
に
返
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が

年
徒
の
一
人
へ
三
へ

m-治
一
六
)
」
平
に
は
二
五
・
三
万
を
数
え
、

」
と
に
一
八

九
二
(
明
治
二
五
)
年
を
境
と
し
て
、
一
東
北
・
北
陸
・
山
陰
か
ち
の
押
特
色
(
当

時
の
全
移
住
者
の
約
ir

」
引
」

J
J

急
増
し
た
。
し
か
し
、
開
拓
の
中
、
一
}
は
石
b
e
z

野
を
中
心
と
し
た
西
北
海
道
で
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
お
レ
て
、
も
な
お
西
北
海

道
と
東
北
尚
道
山
人
口
比
ぽ
℃
「
¥
均
一
二

C
の
比
率
で
あ
る
。
し
か
し
、
呂
志
れ

yM47
一
口
比

(lヲ50- 1970) 

C f葛吊空tiUl(1968人帝属統計年案、 E霊安調査報告、
、によ町津本実作成 J 
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の
な
か
で
し
め
る
人
口
の
割
合
は
、

明
治
期
以
後
上
昇
の
一
途
を
た
ど
り
、

明
治

期
一
・
八
弟
、
大
正
期
四
・
五
町
市
、
昭
和
期
五
・

C
篤
と
な
っ
て
い
る
。
北
海

道
が
日
本
の
全
面
積
中
で
占
め
る
割
合
は
一
二
・
二
%
で
、
人
口
の
対
全
国
比

そ
の
面
積
に
比
較
し
て
人
口
は
少
な
い
と
は
い
え
、
そ
の

増
加
年
率
は
明
治
期
(
一
七
・
三
労
)
を
最
高
と
し
、
そ
の
後
に
お
い
γ

て
も
全

を
は
る
か
に
越
え
、

国
の
増
加
牽
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

聞
東
北
地
方
の
人
ロ
変
動
(
表

2
1
ω
)

東
北
地
方
全
一
体
と
し
て
面
積
の
対
全
国
比
は
一
入
・
一
労
で
あ
る
が
、
人
口

の
対
全
国
比
は
一

C
労
あ
る
レ
は
そ
れ
以
下
で
、
し
か
も
明
治
期
以
降
そ
の
割

合
は
低
下
の
一
途
を
辿
っ
て
レ
る
。
こ
れ
は
東
北
地
方
の
人
口
が
明
治
(
三
四

八
・
六
万
)
以
降
、
大
正
昭
和
初
期
(
五
へ
九
・
四
万
)
、
昭
和
後
期
(
七
一

六
・
五
万
)
と
増
加
を
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
関
東
・
中
部
・
近
畿
な
ど
中
央
日

本
の
各
地
方
ほ
ど
に
は
人
口
の
伸
び
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

」
れ
は
こ
の
地
方
の
増
加
年
率
が
明
治
期
〈

-
四
勉
)
以
降
低
下
の
方
向
を

辿
っ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
最
近
に
な
っ
て
、

ほ
ぽ
一
九
六

O

年
こ
ろ
以
後
福
島
・
宮
械
な
ど
南
東
北
へ
の
京
浜
か
ら
の
工
場
疎
開
、

広
域
中

心
都
市
と
し
て
の
仙
台
と
そ
の
周
辺
で
の
人
口
集
積
が
反
映
し
て
、

湾
東
北
か

ら
京
浜
へ
の
人
口
集
中
の
鈍
化
、
京
浜
か
ら
南
東
北
へ
の
人
口
移
動
が
み
ら
れ

は
じ
め
、
東
北
・
京
浜
聞
の
流
出
入
比

〔
毒
本
実
(
一
九
七
回
)

「
宮
内
人
ロ

移
動
の
研
究
と
人
口
逆
流
に
つ
い
て
」
立
正
大
学
『
文
学
部
論
叢
-
五
む
〕
は

上
昇
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
藩
政
後
期
以
降
京
浜
な
ど
他
地
域
へ
の
人
口
流
出

が
多
く
人
口
の
伸
び
は
そ
れ
ほ
ど
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

表

2
1
ω
の
な
か
で
、
密
政
後
期
に
つ
い
て
東
北
地
方
を
南
北
に
区
分
す
る

東北地方

北東北 南東北 日本丙中亙の丁l目本の全
(膏森・岩手・ 宮城・山 計 日本の全人口 人口 面積中

秋田) 形・福島}
a也 事。 合|の割合

1750 (寛延 3) (陸奥)183.6万 (出羽)84.6万 268.2万 2，591.8万 10.4泌 18.1第

(68.5) (31.5) 000.0) 

1834 (天保 5) (陸奥)169.0 (出羽)94 . 1 263.1 2，706.4 9.7 18.1 

l64.2) (35.8) (100.0) 

{糟加敏 (万) - 14.6 9.5 - 5.1 114.6 

櫓加年;$(箔) - 0.1 0.1 - 0.0 0.1 

1872 (明治 5) 161. 4 187目 2 348‘6 3，311.1 10.5 18.1 

(47.2) (52.8) (100.0) 

1910 (明治 43) 232.5 297.2 529.7 4，990.5 10.6 18.1 

(43.9) (56.1) 000.0) 

{増加数 (万} 71.1 110.0 181.1 1，679.4 
噌加年ヨg.( % ) 1.2 1.5 1.4 1.3 

1920 (大正 9) 260.1 329.3 589.4 5.596.3 10.5 18.1 

(44.0) ( 56.0) (100.0) 

1940 (昭和15) 314.9 401.6 716.5 7，311.4 9.8 18.1 

(43.9) (56.1) (100.0) 

{増加数 (万} 54.8 72 .3 127.1 1，715.1 
漕加年率{銘) 1 .1 1.1 1 .1 1.5 

1940 (昭和15) 314.9 401.6 716.5 7，311.4 9.8 18.1 

(43.9) (56.1) 000.0) 

1970 (s観世45) 404.0 499.1 903.1 10，466.5 8.6 18.1 

(45.0) (55.0) (100.0) 

(増加敏 (万} 89.1 97.5 186.6 3，155.1 
増加年率(勉) 0.9 0.8 0.9 1.4 
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た
め
の
人
口
資
料
を
欠
き
、
太
平
洋
岸
の
陸
奥
と
日
本
海
側
の
出
羽
に
二
区
分

ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
こ
こ
で
東
西
一
同
地
域
の
人
口
増

加
年
率
の
顕
著
な
相
違
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
東
北
地
方
の
太
平
洋
側
は
日

本
海
側
に
比
べ
て
冬
季
乾
燥
し
て
気
温
が
低
く
、
冷
害
を
う
け
や
す
い
気
候
的

条
件
を
も
っ
て
お
り
、

た
び
た
び
の
冷
警
の
被
害
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
り
、
中
央
を
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
域
で
一
た
ん
災
害
に
あ
っ
た
と

き

交
通
施
設
の
整
っ
て
い
な
い
明
治
期
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
そ
の
被
害
は

さ
ら
に
疫
を
的
し
、
被
害
の
度
を
大
き
く
し
た
も
の
で
、
そ
れ
門
下
落
政
期
の
人

ロ
変
動
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(3) 

関
東
地
方
の
人
口
変
動
(
表
2

ω) 

関
東
地
方
の
人
口
の
対
全
国
比
は
そ
の
面
積
の
対
全
国
比
に
比
較
し
て
藩
政

後
期
以
降
つ
ね
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
み
え
、

し
か
も
そ
の
差
は
他
の
六

つ
の
地
方
を
上
ま
わ
り
、
近
畿
地
方
の
そ
れ
よ
内
も
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

は
政
治
の
中
心
が
江
戸

l
東
京
に
あ
っ
た
こ
と
に
帰
国
し
て
い
る
。
港
政
後
期

の
江
戸
の
人
口
は
五

C
万
人
前
後
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
町
人
だ
け
の
数

で
あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
幕
府
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
旗
本
や
各
藩
の
江
戸
詰

の
武
士
お
よ
び
そ
れ
等
の
家
族
や
使
用
人
の
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
c

も
し
こ

れ戸
h
J

町
人
以
外
の
も
の
を
加
え
る
と
江
戸
の
人
口
は
一
む

C
万
な
レ
し
一
三

C

万
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
町
人
以
外
の
人
口
を
加
え
る
と
す

れ
ば
藩
政
期
の
関
東
地
方
の
人
口
比
重
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
し
、

江
戸
以
外
の

武
士
達
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
高
く
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、

北
関
東
と

一
向
関
東
の
人
口
比
重
も
変
っ
て
く
る
め
ば
当
然
で
あ
る
。

こ
う
し
た
武
士
連
を
除
く
と
し
て
も
北
関
東
と
南
関
東
の
人
口
比
重
一
は
禁
政

131梼東地方

南 関 東

(茨犠・窃 (犠玉・千葉 計 B本の全人口 人口中の面積中
オ群馬) 東京.t宇奈川) 割 合の割合

1750 (寛m;3) 192.9草 326.2 fi 2，591.8fi 20.0% 8.7勉

( 37.2) (62.8) (100.0) 

1834 (天保 5) 125.1 291.9 417.0 2，706.4 15.4 8.7 
( 30 .0) (70.0) C100.0) 

{糟力E叡 (万) - 67.8 -34.3 -102.1 114.6 

増加年率(宅) 0.4 - 0.1 - 0.2 。.1 

1872 {明治的 165.4 358.0 523.4 3，311.1 15.6 8.7 

(31.5) (68.5) (100.0) 

1910 (明治43) 308.3 645.0 953.3 4，990.5 19.1 8.7 

(32.3) (67.7) ( 100.0) 

増加数 (万) 142.9 287.0 429.9 1，679.4 
{増加年率(宅) 2.3 2.1 2.2 1.3 

1920 (大注目} 344.9 767.9 1，112.8 5.596.3 8.7 
( 30.9) (69.1) (100.0) 

1940 (硲和 15) 412.6 1，274 0 1，686.6 7，311.4 23.0 8.7 

( 24 4 ) (75.6) (100.0) 

増加聖堂 (万} 67.7 506.1 573.8 1，715.1 
{増加年率(嬉) 1.0 3.1 2.6 1.5 

1940 (昭和15) 412.6 1，274.0 1，686.6 7，311.4 23.0 8.7 

(24.4) (75.6) (100.0) 

1970 ( s磁t145) 538.2 2，411.3 2，949.5 10，466.5 28.0 8.7 

(18.3) (81.7) (100.0) 

糟加数 (万) 125.6 1，137.3 1，262.9 3，155.1 
{漕力向寒(宅) 1.0 3.0 2.8 1 .4 
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駆
と
は
ご
一
対
七
で
、
一
用
問
古
ー
の
た
4

目
玉
が
は
る
か
に
大
き
く
、
明
治
以
降
京
浜
を

中
心
と
し
た
人
口
集
積
を
反
吸
し
潜
次
そ
の
一
差
を
増
し
、
現
在
二
四
封
七
六
の

比
と
な
っ
て
い
る
。

も
と
も
と
北
関
東
は
農
業
を
そ
の
基
盤
と
し
な
が
ら
も
濯

政
期
以
前
古
く
か
ら
上
野
・
下
野
和
三
午
心
と
し
て
碓
氷
峠

Jτ
越
え
て
人
っ
て
p
c

た
上
方
の
影
響
を
強
く
「
け
、
桐
生
・
足
利
を
中
心
と
し
た
協
同
業
が
早
く
か
ら

発
達
し
た
の
も
そ
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
現
在
の
機
器
官
わ

J

基
盤
の
形
成

さ
れ
た
の
も
古
く
、
こ
れ
に
関
連
L

て、

養
蚕
・
製
糸
の
歴
史
も
士

71
、
明
治

大
正
期
に
は
わ
が
国
の
養
蚕
製
糸
の
一
中
一
仁
川
地
域
で
も
あ
っ
た
。
明
治
期
か
ら

大
正
期
に
か
け
て
比
較
的
高
い
人
口
比
率
を
維
持
で
き
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ

る
。
昭
和
初
期
以
保
養
蚕
製
糸
の
衰
微
か
ら
北
関
烹
か
ら
荷
関
東
へ
の
人
口
流

出
は
か
な
れ
リ
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
京
浜
と
そ
の
周
辺
の
は
げ
し
い
人
口
集
積

が
重
っ
て
、
関
東
地
方
に
お
け
る
北
関
東
の
比
率
は
さ
ら
に
低
下
の
傾
向
が
そ
つ
れ
る

よ
-
つ
に
な
り
、

一
九
七

O
年
ー
に
は
そ
の
比
は
一
八
対
八
二
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

し
か

L
最
近
の
傾
向
を
み
る
L

こ
の
表
に
は
あ
ら
わ
れ
て
レ
な
い
が
一

九
六

C
年
こ
ろ
を
境
と
し
て
北
関
東
と
南
関
東
と
の
関
係

K
十
ぺ
き
な
変
化
を
生
じ
っ

つ
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ば
南
関
烹
か
ら
北
関
東
へ
の
工
場
の
疎
開

と
そ
れ
に
伴
な
う
人
口
れ
流
れ
で
あ
る
。
広
い
T
L
1

池
林
を
持
ち
、

比
較
的
安
」

地
価
を
も
っ
た
北
関
東
の
平
地
に
、
京
浜
か
ら
の
工
樗
誘
致
が
き
か
九
と
な
円

q
v
数
の
工
場
が
誘
致
さ
れ
、
工
場
団
地
が
造
成
さ
れ
た
。
京
浜
か
ら
北
関
東
三

県
へ
の
人
口
流
出
は
一
九
六

ε年
を
境
と
し
て
急
上
昇
し
、
北
関
東
三
田
市
か
ら

京
浜
へ
の
人
口
流
出
は
一
九
六
五
年
以
後
低
下
の
一
途
を
た
ど
円
、
京
浜
・
北

関
東
間
の
人
口
流
出
入
比
は
一
九
七
(
斗
平
に
は
一

C
Cを
泣
え
、
北
関
東
か
ら

内
京
浜
へ
の
流
出
心
~
一
甲
山
近
い
か
ム
北
一
時
十
東
へ
の
流
出
を
は
る
か
に
下
ま
わ
る
よ
ろ

p
h

」

与
i

ホ
つ

ι
』。

l

7

7

 

(4) 

中
部
地
方
の
人
口
変
動
(
表

2
1
ゆ

)

中
部
地
方
全
体
と
し
て
の
人
口
の
対
全
国
比
は
蕃
致
後
期
以
来
低
下
の
傾
向

明
治
期
以
前
に
は
こ
乙
を
替

え
て
か
な
り
高
く
、
増
加
年
率
叱
各
期
今
一
通
「
)
や
や
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。
た

に
あ
る
c

し
か
し
面
積
の
対
全
国
比
に
比
較
し
、

だ
そ
の
増
加
が
昭
和
初
期
以
来
演
烹
・
近
畿
に
比
叡
し
て
低
く
、
そ
の
た
め
に

最
近
に
な
っ
て
面
積
の
対
全
国
比
に
較
べ
人
口
の
対
全
包
比
が
低
く
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
一
港
政
後
期
に
お
い
噌
て
北

東
海
の
人
口
比
率
一
か
四
二
・
(
-
対
一
九
・
五
均
三
ヘ
・
五
と

霞
・
中
央
一
局
地

なれソ

最
近
一
九
七
(
)
年
の
向
比
が
ニ
ヘ
・
五
対
一
六
・
(
ド
)
対
五
五
・
五
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
中
部
地
方
で
三
地
域
中
北
陸
は
東
海
に
比

べ
約
半
分
の
人
口
数
し
か
も
っ
て
い
切
な
い
が
、
一
港
政
時
代
に
は
東
海
を
よ
空
土

8 

句
、
中
部
地
方
の
三
勉
域
中
最
高
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
h

、
ま
七
、
そ
の
令
市
ん

年
率
も
当
時
〈
て
三
年
と
最

't
古
同
い
比
率
を
)
め
て
レ
た
こ
と
で
あ
壬
c

こ
れ

は
さ
雪
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

北
陸
た
は
加
賀
藩
な
ど
の
十
八
藩
が
あ
っ
だ
こ
と
、

積
雪
に
よ
る
自
然
的
条
件
の
不
利
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
薄
慣
が
靖
産
現
世
釈
に
努

め
か
な
内
の
農
民
を
確
保
し
得
た
こ
と
、

西
田
趨
U
加
に
よ
っ
て
新
潟
を
は
じ
め

港
湾
の
発
達
こ
港
町
の
繁
盛
を
か
も
役

Jt-z-な
ど
、

当
時
と
し
て
の
符
済
的

有
利
性
を
保
持
し
得
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
期
を
迎
え
、

旧
幕
藩
体
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
従
来
の
殖
産
実
業
の
不
長
、

元
一
回
航
路
の
衰
後
、
東
海
地
方
の
よ
『
な
近
代
工
業
善
人
の
お
く
れ
な
ど
が
霊

な
っ
て
は
げ
し
い
人
口
流
出
を
み
る
よ
う
に
な
町
、
北
陸
の
人
口
比
率
ば
伝
↑
下

人
口
数
は
増
加
を
つ
づ
け
な
が
ら
也
、
そ
の
矯
一
枕
」
ヰ
芝
は

の
方
向
を
た
ど
り
、

体
び
ず
、
中
部
の
三
地
域
中
で
の
へ
口
比
率
の
一
方
的
低
下

i

と
な
う
た
て

i:il; 



次
大
戦
後
の
北
陸
の
工
業
地
化
に
よ
っ
て
一
九
六
八
年
こ
ろ
か
ら
、
い
花
笠
一

浜
間
・
北
陸
l

京
医
神
間
の
人
口
流
出
入
比
の
上
昇
を
み
つ
つ
も
、
一
Y}
与
一
わ
人

日
比
率
は
か
な
杓
低
い
現
状
に
あ
る
。
出
宍
吉
町
地
も
百
一
世
政
期
以
降
、

養
蚕
裂
v-小

に
支
え
ら
れ
、
そ
の
人
口
比
率
も
や
や
吉
岡
仁
川
か
、

昭
和
初
期
以
後
人
口
比
率
は

低
下
の
方
向
に
あ
る
。
こ
の
点
、

東
海
は
明
治
以
前
に
他
の
二
地
域
よ
り
も
人

口
比
率
・
人
口
増
加
年
率
と
も
低
い
が
、
明
治
末
期
か
ら
の
-
近
代
工
業
内
義
人

と
器
市
地
域
化
に
伴
な
「
人
口
流
入
に
よ
っ
て
人
口
数
y

三
、
の
増
加
さ
は
か
な

円
の
上
昇
を
た
ど
っ
て
い
る
c

:5) 

近
畿
地
方
の
人
口
変
動

(
表

2
1
引

)

近
畿
地
方
の
人
口
の
対
全
国
比
は
、
各
時
期
を
通
じ
て
面
積
の
対
令
一
担
比
を

か
な
れ
ソ
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

な
か
で
も
近
哉
の
三
地
域
の
も
ち
京
阪
神
を
ふ
く

む
中
部
地
域
の
人
口
数
・
人
口
比
率
・
人
口
増
加
年
才
一
は
他
の
二
地
域
を
は
る

か
に
突
ぎ
、

大
津
・
京
都
・
奈
良
・
大
寂
を
中
心
と
し
て
長
い
期
間
に
わ
た
っ

て
首
都
を
も
ち
、
そ
の
開
拓
も
さ
い
こ
の
地
妓
の
特
色
が
そ
の
な
か
に
よ
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

北

E
C
日
明
ム
ロ
と
間
際
、
そ
の
北
部
む
域
に
あ
た
る

丹
後
・
丹
波
・
但
馬
の
明
泊
以
計
の
一
打
開
レ
人
口
比
率
と
人
口
閉
山
己
主
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
L
C

人
口
比
率
め
よ
か
ら
み
て
一
九
℃
F
L
t
一
に
は

t
ず
か
に

四
・
二
し
か
な
い
い
廿
北
京
地
域
も

護
政
後
駐
に
は

二
・
匹
と
か
な
れ

E
く

増
加
年
率
も
他
の
二
抱
一
成
よ
円
は
一
口
問
レ
。
こ
れ
は
北
陸
の
場
合
と
ほ
ぼ
向
日
悼
の

条
件
に
よ
る
も
の
で
あ
る
む
平
地
一
回
僚
に
は
恵
ま
れ
ず
、
冬
期
か
な
ー
の
一
頼
主

の
あ
る
不
利
な
自
然
条
件
に
も
か
か
わ
ム
一
ず
、
海
上
・
陸
上
の
交
通
の
使
と
、

」
と
に

-R
泊
中
濯
の
阿
川
一
迫
語
、

rJV-一似r

た
丹
後
酎
組
・
豊
岡
護
の
ぞ
炉
・
絞
芯
つ
慌
の

木
綿
・
篠
山
正
惜
の
サ
ポ
な
ど

g
u
n
-引
件
JE
支
出
し
て
の
お
戸
玲
定
之
の
町
内
莞
も
去
f
J

中部地方

(ヒ 漣!甲突袖|東 海! |日J;会!日玄の全
(新1号・富山 (長野・山 (飛鎚除く 計 62区の全人口 人口出♂-， i E積中
石!!..福井) 発・飛車草川底宝島愛知俳句J ! i1! 会 !..íっき~J 合

1750 (寛延 3) I 21ヨ.1万 107.3万 225.81;1 548.2万 2，591.8万
{手J.2) (19.6) (41.2) (100.0) 

1834 (天保 5) 261.1 122.0 212.1 628.2 2，706.4 24.3 ! 18.1 
(42.0) (19.5) (38.5) Cloo.o) 

I t曾古E数 (万) 4主.0 14 .7 16.3 80.0 114.6 

増加;;0.主(% ) ).3 0.2 0.1 0.2 0.1 

1872 (明治 5) ; 32).0 280.4 738.2 3，311.1 22.5 18.1 
(41.0) ( 18.4) (37.6) (100.0) 

1 910 (明治 43) 38理由 2 205.3 4，990.5 20.2 18.1 
( 2ヨ.0) (20.6) (40.4) (100.0) 

{増力噴 〔万) 6ヨ.2 67.5 120.9 256.6 1，679.4 

増加年::f;(事) : 0.5 1 .3 1.1 0.9 1 .3 

1920 (大正 9)i 3存t. 7 つ q 向 4
4583i10704155963 19.3 18.1 

( 35.9) (21.2) (42.9) (100.0) 

J 940 (紹和 15) 423.9 253.3 629.0 11，311.2 7，311.4 18.0 18. 1 
{ょ 2.0) (19.4) (47.9) ( 100.0) 

e曹万百数 (万) 44. Z 25.9 170.7 240.8 1，715.1 

付書てnP王::f;(事 ) ヨ.6 0.6 1.9 1 . 1 1 .5 

1 ~Il (1 (昭祁 15) 42B.9 253.3 629.0 11，311.2 7，311.4 18.0 18.1 
(32.0) 09.4) (47.9) (100.0) 

1970 (昭和45) 514.2 289.5 1，005.8 1 ，809.6 10，466.5 17.4 18. 1 
( 28.5) (16圃 0) (555) (100.0) 

j 増加数 (万;1 
85.3 36.2 376.8 498.4 3，155.1 

脅勺E年'!:(宅) 0.7 0.5 1.9 1.3 1 .4 

- 9 

14; 



か
つ
て
つ
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

明
治
以
降
、
交
通
体
系
の
変
化
、

産
業
情
迭
の
変
容
の
た
め
に
、
北
部
地
域
も
人
口
流
出
に
転
ぜ
ざ
る
を
得
ず
、

人
口
数
の
憎
加
に
ー
も
か
か
わ
ら
子
そ
の
増
加
率
は
延
び
ず
、

人
口
比
率
も
低
下

の
方
向
一
に
向
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
阿
部
地
域
に
つ
い
‘
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

京
阪
符
を
中
心
と
し
た
都
市
地
域
の
伸
び
た
中
部
地
域
で
は
増
加
率
・
比
率
共

に
各
絞
を
通
に
そ
の
停
び
が
大
き
い
。

最
近
京
阪
神
を
中
川
』
と
し
た
慈
市
地
域
と
そ
の
周
辺
で
人
口
活
動
の
上
で
変

化
が
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
い
ま
京
都
・
大
阪
・
兵
庫
の
二
府
一
祭
を
「
京
阪
神
」

と
し
、
滋
賀
・
烹
良
・
和
歌
山
三
県
を
「
京
阪
神
周
辺
一
と
出
判
定
し
て
、

阪
神
一
と
「
京
阪
神
局
辺
↑
の
間
の
人
口
流
動
を
み
る
と
、

一
九
六
五
年
ま
で

は
、
京
阪
押
周
辺
か
ら
古
小
限
衿
へ
の
人
口
流
入
が
か
な
り
よ
ま
ー
む
っ
て
レ
た
力
、

一
九
六
六
年
以
後
は
そ
れ
が
逆
と
な
円
、
京
阪
神
か
ら
京
阪
神
周
辺
へ
の
流
入

が
京
限
神
周
辺
か
ら
京
阪
神
へ
の
流
出
会
」
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

、
、
、
轟

L

L
ヵ

え
る
と
、
京
阪
神
周
辺
と
京
阪
神
間
の
人
口
流
出
入
比
が
一

C
C以
上
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

こ
れ
ば
京
阪
神
の
都
市
周
辺
の
住
宅
地
化
の
進
展
に

よ
る
も
の
で
、
大
阪
か
ら
奈
良
・
和
歌
山
へ
、
京
都
か
ら
滋
賀
へ
の
住
宅
移
動

が
急
速
に
進
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

¥6i 

中
四
国
地
方
の
人
口
変
動
(
表

2

W

)

中
四
国
全
体
と
し
て
の
人
口
の
対
全
国
比
は
藩
政
後
期
以
来
明
治
期
ま
で
面

積
の
対
全
国
比
を
か
な

η
上
ま
わ
っ
て
い
こ
。
。
大
正
期
以
降
そ
の
比
率
は
逆
転

し
そ
の
面
積
の
割
合
に
人
口
数
は
低
下
し
て
い
る
。

明
治
期
以
前
の
時
期
に
は

山
陰
・
山
陽
・
四
国
と
も
に
経
済
の
中
心
で
あ
る
大
坂
に
近
く
、
各
藩
ご
と
に

還
の
保
護
奨
励
に
よ
る
特
殊
商
品
作
物
の
生
産
が
盛
ん
で
、
そ
う
し
た
豊
か
な 庁、

近畿地方

i lB凶日山
(丹在王・丹 (五袋内・ (紀伊・伊 計 日本め全人ロ 人口中の合l15E積申
後但馬} 唇主絡 努 伊賀} 害1 の割合

立)

1750 寛延 3) 56.7万 i 343.3JJ 116.8 Jj 516.8 n Jil 老i 五2，591.8" 20.0'JI8.7 

(11.0) ¥66.3) ( 22 .7) (100.0) 

1834 (天保 5) 63.6 331.4 115 .2 510.2 2，706.4 18.9 18.7 

(12.4) (65.0) (22.6) (100.0) 

f脅ワ日数 ( 7j ) 6.9 - 11. 9 - 1.6 - 6.6 114.6 

(酌持率(港) o . 1 - 0.0 - 0.0 - 0.0 o .1 

1872 (明治 5) 64.3 340.1 133.5 537.9 3，311.1 16.2 8.7 

( 12.0) (63.2) (24.8) (100.0) 

1920 (大正 9) 79.9 659.5 181 .9 921.2 5，596.3 16.5 8.7 

( 8.6) (71.6) (19.8) (100.0) 

{増加数 (万) 15.6 319.4 48.4 383.3 2，285.2 

増加主E望g( % ) 0.5 2.0 0.8 1.5 1.4 

1920 (大ヰ 9) 79.9 181 .9 16.5 8.7 

(8.6) ( 1 9 8) (100.0) 

1940 (昭和15) 81.8 1，025.0 206.4 1，313.2 17，311.4 17.9 8.7 

( 6 .2) ( 78.3) (15.5) (100.0) 

{増加数 (万 1 .9 365.5 24.5 392.0 1.715.1 

村監ワc~手芸- ( 司区) 。l 2.7 0.7 2.1 1.5 

1 Y 1 U (佐和15) 81.8 11，025.0 206.4 1，313.2 7.311.4 17.9 8.7 

(6.2) ( 78.3) (15.5) I Cloo.O) 

1970 (昭和45) 81 . 1 1，554.8 258.6 11，894.5 110，466.5 18.1 g.7 

( 4 .2) (82.0) (13.8) I (100.0) 

1増加主主 (万) - 0.7 529.8 524 581.3 I 3.155.1 
T曹山Z%(%) - 0.0 1.6 0.8 1.5 1.4 

10← 
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経
済
に
支
え
ら
れ
て
三
地
域
と
も
、

-
三
対
五
一

そ
の
人
口
数
な
ら
び
に
人
口
増
加
年
率
も

一
九
七
む
年
に
山
陰
・
山
陽
・
四
国
の
人
口
比
は
.
一
二

・
九
対
三
五
・
人
と
山
陰
に
最
も
低
く
、
山
陽
で
固
定
も
高
い
値
を

か
な
り
古
向
か
っ
た
。

し
め
し
て
い
る
が
、
港
政
後
期
末
で
は
一
七
・
一
五
対
四
六
・
二
対
三
四
・
四
と

山
陰
・
図
面
の
比
率
が
山
陽
と
比
較
し
て
か
な

η
高
い
。

し
か
も
当
時
の
増
加

位
一
率
も

0
・
一
二
対

C
・
二
対
ハ
」
・
二
と
、
と
く
に
山
陰
の
増
加
年
率
が
高
い
。

こ
れ
は
山
陰
が
港
政
後
期
に
人
参
・
木
綿
・
鉄
・
業
種
・
紙
・
盤
織
な
ど
特
殊

生
産
物
の
生
産
に
支
え
ム
-
れ
、
函
屈
廻
船
の
出
入
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
港
湾

の
発
達
を
み
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
盟
国
に
お
い
て
も
、
藩
政
期
北
四

国
の
藍
・
砂
糖
・
木
綿
・
塩
・
紙
・
繍
織
の
生
産
、

南
西
国
の
紙
そ
し
て
鯨
を

は
じ
め
と
す
る
漁
業
、
木
村
な
ど
は
地
域
住
民
の
経
済
生
活
を
支
え
る
に
は
充
分
で

あ

り

そ
れ
だ
け
に
人
口
の
成
長
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

‘

、

し
か
し

明
治
期

K
入
り
、
日
本
の
受
通
幹
線
が
瀬
戸
内
と
そ
の
北
場
に
移

り
、
そ
の
上
旧
来
の
特
殊
生
産
物
が
急
速
に
衰
微
し
、
そ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ

た
莫
大
な
農
業
資
本
も
、
近
代
工
業
に
転
移
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。

一
方

京
阪
神
の
都
市
地
域
の
急
激
な
成
長
の
た
め
、
直
接
そ
の
影
響
を
う
け
、
京
阪

紳
へ
の
人
口
流
出
が
急
速
に
進
ん
だ
。
た
だ
山
陽
だ
け
は
山
陽
本
線
と
瀬
戸
内

海
の
交
通
が
至
便
と
な
り
、

明
治
中
期
以
降
発
達
し
た
阪
神
と
北
九
州
の
商
工

業
地
域
の
刺
激
を
う
け
、
近
代
工
業
の
摂
潤
を
み
、
人
口
成
長
が
他
の
二
地
域

に
比
較
し
て
伸
び
、

一
九
七
心
年
中
四
国
の
地
方
の
全
人
口
の
五
一

山
陽
で
し
め
ら
れ
て
い
V

る
。
人
口
の
増
加
年
率
も
明
治
期
以
来
一
)
・
九
町
市
と
比

九
町
帯
が

較
的
高
い
。

(7) 

九
州
地
方
の
人
口
変
動
へ
表

2
1
m
)

中西毘地方

山 陰 山陽 i四 国 |呂町|向全(鳥取・ (岡山・広 (徳島・香川卜 計 日本の全人口 人口中の 面積中
島根) 島・山口) 愛緩・高知) 割 合 の 割 合

1750 (寛延 3) 73.9万 208.3万 158.9万 441.1万 2.591.8Ji 16.5% 15.4% 
( 16 .8) (42.2) (36.0) (100.0) 

1834 (天保 5) 93.3 246.5 193.3 533.1 2.706.4 19.7 15.4 

(17.5) (46.2) (36.3) (100.0) 

{増加叡 (万) 19.4 38.2 34.4 92.0 114.6 

増加年率('15) 0.3 0.2 0.2 0.2 0.1 

1872 (明治 5) 98.5 289.6 244.6 632.7 3，311.1 19.1 15.4 

(}5.6) (45.8) (38.6) (100.0) 

1910 (明治43) 115.0 390.0 308.9 813.9 4，990.5 16.3 15.4 

(14.1) (47.9) (38.0) 000.0) 

!唱力E数 (万) 16.5 100.4 64.3 181. 2 1.679.4 
矯君E主手書~ ( %) 0.4 0.9 0.7 0.8 1.3 

1920 (大正 9) 116.9 306.6 803.6 5，596.3 14. 4 15.4 

(J4二5) (47.3) (38.2) (100.0) 

1940 (昭和 15) 122.5 449.3 333.7 905.5 7，311.4 12.3 15.4 

(13.5) (49.6) (36.9) <.100.0) 

{駒E数(万) 5.6 69.2 21.1 101. 9 1，715.1 
世曽加年率(集) 0.2 0.9 0.5 0.3 1.5 

1940 (昭和 15) 122.5 449.3 333.7 905.5 7，311.4 12.3 15.4 

(13.5) (49.6) (36.9) (100.0) 

1970 (昭和 45) 134.2 565.4 390.4 1，090.0 10，466.5 10.4 15.4 

(12.3) (51.9) (35.8) (100.0) 

{婚加散 (万) 41.7 116.1 56，7 184 . 5 3， 155.1 

増加年率〔宅) 0.3 0.9 0.6 

一11-
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九
州
地
方
(
琉
球
日
沖
縄
県
を
含
ま
ず
〉
わ
一
人
口
の
対
全
国
比
を
み
る
と

そ
の
菌
積
の
対
全
国
比
を
上
ま
わ
り
、

日
本
全
域
と
し
て
は
古
く
か
ら
比
較
的

人
口
の
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
護
政
後

期
に
は
港
町
長
崎
が
あ
り
、
ま
た
福
岡
の
黒
田
藩
・
久
留
米
の
一
有
馬
藩
・
!
小
倉

の
小
笠
原
藩
・
佐
賀
の
鍋
島
藩
・
熊
本
の
絃
川
藩
な
ど
一
五
万
石
以
よ
の
十
ヘ
藩

が
あ
っ
て
、
豊
か
な
農
業
生
産
と
特
殊
笠
産
物
の
保
護
奨
励
が
一
行
わ
れ
、
北
九
州

の
人
口
比
重
(
八
二
・
一
立
)
は
高
〈
、

九
州
全
体
と
し
て
の
人
口
の
対
全
国
比

も
か
な

n
高
い
。
明
治
期
以
降
、
大
正
・
昭
和
初
期
と
そ
の
比
重
は
低
下
の
方

最
近
で
は
人
口
の
対
全
国
比
と
面
積
の
対
全
国
比
と
は
ほ
ぼ
等
し

い
程
変
に
な
っ
た
。
増
加
年
率
も
同
様
で
、
明
治
以
降
低
下
の
方
向
に
あ
る
。

向
に
向
い

北
九
州
は
明
治
中
期
以
降
、

八
略
製
鉄
所
の
創
設
・
筑
豊
山
灰
田
等
諸
山
吹
田
の
開

阜
市
が
進
み
、

工
業
化
を
中
心
に
そ
の
人
口
集
積
が
顕
著
と
な
り
、
大
正
・
昭
和

前
期
を
迎
え
、
そ
の
人
口
比
率
も
高
く
な
っ
た
。

し
か
し
、

戦
後
福
岡
市
川
町
内
広

域
中
心
都
市
と
し
て
成
長
す
る
反
面
、

石
炭
か
ら
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
転
換
か
ら
炭
鉱
の
閉
山
い
が
柑
つ
ぎ
、
そ
の
人
口
宏
、
動
は
相
殺
さ
れ
、
北
九
州

と
し
て
の
人
口
成
長
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
、
一
間
九
州
も
京
阪
神
・
京
浜
へ
の
数

し
い
人
口
流
出
か
ム

J

最
近
の
人
口
増
加
年
率
は
そ
れ
ほ
ど
に
伸
び
子

低
下
の

方
向
に
あ
る
。

四

す

む

び

(1 ) 

明
治
期
以
前
の
人
口
資
料
は
、
近
代
的
な
人
口
調
査
で
去
る
国
勢
調
査

と
そ
の
精
度
を
大
き
く
異
に
し
て
お
り
、
狭
域
の
同
句
ム
口
こ
れ
を
用
い
る
と
な
る

と
大
き
な
誤
差
を
生
じ
や
す
い
が
、
国
全
体
の
よ
う
な
広
域
の
人
口
変
動
率
の

地
域
差
や
人
口
推
移
の
一
般
的
傾
向
を
み
る
場
合
に
は
、
そ
の
取
扱
い
や
解
釈

九州地方(Jl，fff=沖縄県を除く)

南九州 i 自白 I~吋(福岡・佐賀・長 (宮崎・鹿 計 日本の全人口 人口中の 極構中
崎・大分・熊本) 児島} 割合|の割合

1750 (寛延 3) 260.4万 55. 1万 315.5万 i 2，591.8万 12.1第 11.4% 

(82.5) ( 1 7 . 5) (100.0) 

1834 (天保 5) 285.3 59.7 345.0 2，706.4 12.7 11.4 
(83.5) ( 16.5) (100.0) 

f 増加数 (万) 24.9 4.6 29.4 114.6 

増加年，l;(包) 0.1 0.1 0.1 。白 1

187::! (明治 5) 379.0 1 18. 3 497.3 3，311.1 15.0 11. 4 

(i6.0) ( 24 .0) ( 100.0) 

1910 (明治 43) 525.3 180.0 705.3 4，990.5 14 .1 11 .4 

04.5) (25.5) (100.0) 

i甥叩 (万) 146.3 61 .7 208.0 1，679.4 
増方B年!f;(第) 1 .0 1.4 1.1 1.3 

1920 (大正 9) 609.2 206.7 815.9 5，596.3 14.6 
(74.7) (25.3) 000.0) 

1940 (昭和 15) 750.7 243.0 993.7 7，311.4 13.6 11. 4 

(75.5) (24.5) <100.0) 

141. 5 36.3 120.7 l，il5.1 
増加まf$.(労) 1 .2 0.9 0.7 1.5 

1!l40 (唱和 15) 750.7 243.0 
993.7 7.311.4 113.6… 11. 4 

(75.5) (24.5) (100.0) 

1970 (昭和 45) 929.2 278.0 1，207.2 I 10，466.5 111.5 
(77.0) (23.0) (100.0) 

{増加数 〈万) 178.5 35.0 213.5 3，155.1 

増方巴主主司n者) 0.8 0.5 0.7 J .4 
一一一
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の
上
で
充
今
工
夫
す
れ
ば
有
効
で
去
る
。

出
こ
の
研
究
の
対
象
均
域
片
川
、
ヨ
本
の
国
全
域
を
単
位
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
地
理
学
の
研
究
で
そ
の
母
議
権
成
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
対
象
地
域
の
広
さ
、

な
い
し
は
地
域
円
規
筒
、
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
は
み
が

J

ま
り
考

に
関
す
る
諸

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
生
与
野
昭
三
郎
ら
が
『
「
地
域
の
/
ス
テ
ム
」

(
地
合
雑
誌
一
九
亡
辺
ヘ
三
川
口
，
)
の
な
か
で
地
域
の
広

欧
米
の
諸
研
乏
を
零
一
望
し
、
こ
れ
を
ま

代
国
の
夜
間
九
』

さ
に
よ
る
地
域
シ
ス
千
日
に
勺
い
て
、

と
め
た
の
は
極
め
て
示
唆
吃
富

ι
U
R
究
、
乙
い
え
る
。
ア
メ
行
力
の
シ
弓
キ
ュ

i

ヌ
大
学
の
で
一
一
一

P7==舟

P

Z

(

九
之
一
)
は
そ
の
著
書
の
な
か
で
、

世
界
全
体

ま
た
は
大
陸
一
色
昨
長
の
止
さ
わ

1t
の
よ

一
区
一
程
信
一
}
ん
の
一
広
さ
の
も
の
に

担
一

=σ年
一

《

Z
a
-
m
t
R
m
'
モ
主
主
二
、
巨
内
の
下
泡
威
に

-
t
-
v
Z
R
『
主
主
ニ

f
こ
の
こ
と
ば
を

あ
て
て
、
地
域
の
規
径
一
の
相
違
に
よ
る
理
論
鱗
成
の
ち
が
い
、
と
そ
の
意
味
を
論

じ
て
い
る
の
も
注
目
に
位
寸

4
p
o

本
研
究
で
は
そ
の
こ
E
-
=民

2FVYFZ一
の
立

岡
崎
を
と
っ
て
レ
る
。
こ
さ
士
云

z
t
r
z
s
-

F=一工
v
t
『
二
℃

t
F
角

川

世

}

の
立
場
は
、

虫

、4-》
一ー凶J

の
場
ム
口
や

の
場
合
と
は
そ
の
Et-
自
の
種
類
を
異
に
し
、

震
、
車
問
め
同
組
合
ぞ
め
状
容
を
、

地
域
、
桂
洞
成

!
大
き
く
実
に
す
る
こ
と
之
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

=
で
ご
冗
『
恒
三
ニ

2
-な
間
甘
え
で
は
、
単
一
に
小
地
践
の
単
な
る
記
載
に
と
ど
空
る
こ

と
な
く
、
諸
地
域
間
の
比
較
論
的
研
究
を
重
視
し
て
、
こ
れ
を
よ
町
広
域
な

h
z
t
『
号
同

-
h二
二
台

hw

な
+
7
向
へ
、
き
ム
に
は

民
一
色

t
-
一

な
方
向
へ
の
ま
と

め
を
必
要
と
し
、
ま
た
そ
の
さ
も
あ

η
得
る
。
歴
史
地
理
学
的
研
究
で
極
め
て

小
地
域
の
調
査
に
固
執
し
て
地
域
岡
田
の
比
較
論
的
研
究
を
等
間
に
し
た
h

、
ま

た
、
郷
土
史
的
・
好
事
家
的
発
想
が
あ
円
と
寸
劇
が
ば
、
そ
れ
は
厳
に
い
ま
し
め

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
¥

(3) 

護
孜
開
制
ー
に
は
「

I

士
農
工
商
一
の
身
分
関
係
が
厳
に
維
持
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
一
死
納
巧
笑
」
と
も
読
み
か
え
る
こ
と
が
で
き
、

米
を
納
め
る
義
務
を

再
開
お
わ
さ
れ
た
農
民
が
約
九
割
を
占
め
て
い
た
特
殊
な
政
治
社
会
経
済
的
条
件

を
も
っ
時
代
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
と
は
そ
の
点
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
そ
う

し
た
異
な
っ
た
条
件
下
に
あ
っ
て
も
な
お
各
時
代
ご
と
の
地
域
条
件
は
、
そ
の

地
域
の
自
然
地
理
的
条
件
に
対
応
し
な
が
ら
み
ず
か
ら
の
生
活
を
{
寸
り
つ
つ
い
、

ま
に
い
た
り
、
ま
た
会

i

後
へ
進

tzy
と
t

二
、
い
る
。
地
域
の
E
Z
史
釣
・

5
然
的

条
件
の
な
か
で
、
地
域
住
民
自
身
が
ど
う
こ
れ
に
向
応
し
、
ど
ん
な
選
択
を
し

た
か
が
竺
箆
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
律
違
の
成
立
に
つ
な
引
v
E
も
の
で

あ
る

Q

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
密
造
は
、
そ
の
地
法
の
自
然
泡
理
的
条
件
と
の
交
点

に
お
け
る
住
民
の
生
活
に
求
め
ら
一
れ
る
べ
き
』
で
あ
h

、
各
底
的
制
・
各
号
什
k
p
J

人

ロ
現
象
の
な
か
に
、
結
果
と
し
て
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
使
寸
ベ
妻
、
で
あ
る
。

こ
の
論
文
は
一
九
七
六
年
二
月
二
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。



On the changes o~ population distribution in Japan 

since the late Feudal Days. 

Minoru K工SH工MOTO

The distribution of population in the late Feudal Days wιs different 

from tha色 o~ nowadays.工n1750， the tota1 population of Japan 

were about thirty millions and more than half of it (59.5 percent) 

were distributed in the south-western part of Japan from Kinki to 

Kyushu around Osaka which was the economic center of our Qountry 

at that time， and also in the Feuda1 Days the increase rate o~ 

population was the highest in Ho主uriku，san-in，San子・yQ，Shikokuand 

Kyushu. The distribution o~ population and the increase rate of it 

in 1970 is quite opposite to it， and the popu1ation of TQkyo-Nagoya-

Osaka Region has reached to about fifty fi"e millio~宮，49.6 percent 

of Japan and the increase rate also is the most severe in that region. 

It owes to the changes of the trunk traffic systems and of the economic 

structures of Japan as the results of the collapse of the old r吾gime

and the industrial revo1ution in Keiji Era. The regional phenomena 

are under the contro1 of the region's historica1 and physico-geograph-

ica1 conditions， and from the view point of geography， we should watch 

how the inhabitants adapt古heregiona1 conditions and how they se1ect 

their course o~ 1ife under the conditions of the region. 
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